
倫理審査委員会・利益相反審査委員会　議事要旨

開催日時 令和８年８月１７日（月）１６：００～１７：００

出 席 者 白神副院長（委員長）、八十田臨床研究センター長（副委員長）、
安達外部委員、辻外部委員、平石外部委員、藤森外部委員、
和田展開医療研究部長、畑統括診療部長、
瀬田内科系診療部長（欠）、安里外科系診療部長（欠）、寒野先進医療部長（欠）
永井薬剤部長、八軒看護部長、森管理課長

１．研究倫理

審議結果

１．申請者からの説明が必要な申請課題

（１） ２６－０１９

[申請者：海透 修子　形成外科科長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉オプトアウト文書について、一般の方にもわかりやすい表現とする方が良い。

また、研究に参加しない方への文言を追記すること。
◉審査申請書の実施期間の記載が誤っているので、修正すること。
◉オプトアウト文書の備考欄の記載によると研究開始時期は未定ということか。

→記載誤りであり、備考の文言は削除する。
◉他機関との共同研究であるのであれば、一括審査とするのか個別審査とするのか

確認すること
◉上記の点を修正および確認して、再審査とする。

○　再審査とする。

（２） ２６－０２０

[申請者：太田　恵子　教員]
◉詳細は資料により説明を実施
◉説明文書の最終段落について、「以下」と記載があるが「以上」の間違いではないか。

→その通りである。修正する。
◉上記修正点を修正にて承認とする。

→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（３） ２６－０２１

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉画像で塩分の量までわかるのか。

→推定することはできるが、塩分については精度は高くはない。

○　承認とする。

中足骨短縮症に対する仮骨延長術後の再生骨形成と年齢の関連

学校間連携による演習参加が看護教員にもたらす学び ―演習応援および見学を通して―

AI 食事画像解析の妥当性評価：エネルギー・栄養素推定精度の検証



（４） ２６－０２２

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉公開されるデータベースには個人情報は記載されていないか

→個人情報は記載されない。

○　承認とする。

（５） ２６－０２３

[申請者：笠原　誓子　放射線診断科科長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉当院の症例にもかかわらず、他院の医師が画像使用を求めてきたため、当院倫理審査

委員会の判断を仰ぎたく申請させて頂いた。
◉相手方へは結果をどのように通知するのか。

→審査結果の文書を郵送する予定である。

○　承認とする。（当院施行のIVRを含む画像を他院医師が論文使用するは不許可とする。）

（６） ２６－０２４

[申請者：笠原　誓子　放射線診断科科長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉ガストログラフィン供給停止に伴い代替造影剤使用（適応外使用）の申請である。
◉代替造影剤使用に関して学会等から通知は出ていないのか。

→現状は出ていない。

○　承認とする。

（７） ２６－０２５

[申請者：畑　啓昭　統括診療部長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉当院が代表機関で京大が共同研究機関となるので、一括審査での審査をお願いする。
◉説明文書に「診断や治療には使用しない余った正常な部分」と記載があるが、誤解を

招く可能性があるので、表現を改める方がよい。
◉上記修正点を修正にて承認とする。

→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

米国国民健康栄養調査を用いた睡眠パターンと糖尿病との関連

当院施行のIVRを含む画像を他院医師が論文使用する可否について

ガストログラフィン供給停止に伴う代替造影剤を用いた消化管造影検査の適応外使用につい
て

ヒト手術切除組織からの腸管神経前駆細胞の単離および体外拡大培養法の検討



（８） ２６－０２６

[申請者：井上 広海　外科専攻医]
◉詳細は資料により説明を実施
◉共同担当者に当院細菌検査部門も入れるべきでは。

→共同担当者に追加する。
◉上記修正点を修正にて承認とする。

→委員会後に修正を確認

○　承認とする。

（９） ２６－０２７

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施
◉データの取得は仮名加工情報としての取り扱いとなるか。

→その通りである。
◉同意の取得方法は

→オプトアウト方式である。

○　承認とする。

【申請者からの説明が不要な申請課題】

（２） ２６－０２８

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉詳細は資料により説明を実施

○　承認とする。

（３） ２４－０５２

[申請者：坂根　直樹　予防医学研究室長]
◉令和6年12月16日付承認課題(受付番号24-052）の承認事項一部変更。
◉共同研究機関の追加となる。

○　承認とする。

（４） ２５－０４３

[申請者：小西　陽介　遺伝情報部遺伝カウンセラー]
◉令和7年10月20日付承認課題(受付番号25-043）の承認事項一部変更。
◉採取検体を末梢血のみから卵巣組織を追加とする申請である。
◉説明文書「4.本研究の限界について」の記載文について、記載は一文目のみとし、二文目は

記載しない方がよい。

○　承認とする。

BRCA2 VUS(c.631+3A>T)の臨床的意義解明を目的としたスプライス異常評価に関する研究

1型糖尿病患者に対する遠隔栄養相談支援下でCGM 指標を用いたインスリン投与アルゴリズ
ムの有効性の検討

3ヵ月で3㎏やせる市民大運動「加東サンサンチャレンジ」の効果検証

消化器外科領域におけるAmpCβ-ラクタマーゼ産生菌に対する抗菌薬選択と治療戦略の検討

AI・機械学習を用いた特定保健指導効果予測モデルの開発



【その他（臨床研究実施状況・終了報告書）】

　○ 臨床研究終了報告書　１件

◉特に問題を認めず。

【その他（一括審査、特定臨床研究など）】

　○ 特定・非特定臨床研究 報告事項一覧

一括審査臨床研究 実施許可報告一覧

試料・情報の提供のみ 報告事項一覧

◉特に問題を認めず。

　○ 学会・研究会・論文等の公表（申請者　田中　鈴加）
◉特に問題を認めず。


